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第１ 点検・評価にあたって 

 Ⅰ．はじめに 

団塊世代が７５歳を迎える「２０２５年の医療需要」を見据え、県では平成２８年

１０月に「徳島県地域医療構想」を策定し、医療資源の効果的かつ効率的な配置とバ

ランスのとれた医療機関の機能分化と連携を推進してきました。新型コロナウイルス

感染症が広まる中、地域医療における役割分担の明確化と更なる経営効率化を進める

ため、本院では令和３年６月に計画期間を令和３年度から令和４年度までの２年間と

する「徳島市民病院経営強化プラン」（以下「強化プラン」という）を策定しました。 

令和５年３月には、新たに国から「持続可能な地域医療提供体制を確保するための

公立病院経営強化ガイドライン」が示され、医師等の限られた医療人材を地域全体で

最大限効率的に活用することが求められています。当該ガイドラインに基づき、地域

医療構想の実現に向けた具体的な対応方針を示すものとして、令和６年３月に新たに

強化プランを策定しました。新強化プランでは、効率的で持続可能な医療提供体制の

実現を目指し、経営強化に係る具体的な取組事項や数値目標を掲げています。 

本院は、強化プランに掲げた取組を確実に進めておりますが、病院改革をより確か

なものとし、外部有識者の助言を適宜取り入れるために徳島市民病院経営健全化推進

会議（以下「推進会議」という）において年１回点検・評価を行うこととしました。 

 

 Ⅱ．点検・評価のしくみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ 点検・評価は年１回 
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 Ⅲ．点検・評価のねらい 

点検・評価のねらいは、推進会議において市民の視点、客観的な立場に立って点検

評価をしていだだくことであります。具体的には、推進会議に徳島市民病院が急性期

医療を担う地域の中核病院として期待されている役割を果たせているか否かという観

点に立ちながら点検・評価をしていただきました。 

 

 Ⅳ．点検・評価の方法 

点検・評価の方法は、まず強化プランの内容を推進会議に確認していただくととも

に、令和６年度の取組に係る概要の報告を行いました。そのなかで、各項目ごとに取

組内容に対する評価及び意見等をいただきました。 

具体的には強化プランに掲げられた項目について、令和６年度の事業実績や数値目

標の実績を自己評価としてまとめた「徳島市民病院経営強化プランの実施状況に関す

る自己評価表」をもとに説明を行いました。そのうえで、点検・評価のねらいに沿っ

て推進会議で検証をしていただくとともに各項目について意見等をいただきました。 

 

 Ⅴ．公表 

強化プランの令和６年度の実績について、徳島市民病院が実施した自己評価及び推

進会議からいただいた評価・意見等を「徳島市民病院経営強化プランに関する点検・

評価について」としてとりまとめ住民に公表するものとします。 
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第２ 点検・評価について 

 Ⅰ．総括 

令和６年度の取組を総括すると、市民病院が目指すべき医療とその方向性を明確に

したことにより、地域の中核病院として政策医療に重点を置くとともに急性期医療に

職員一丸となって取り組まれてきたことに対して敬意を表する。 

主な取り組みとして、新型コロナウイルスの蔓延に伴い、市民の命・健康を守る使

命を果たすため、徳島県と医療措置協定を締結して指定医療機関となり、新興感染症

の発生・蔓延に対応するため感染症専用病床 12 床を設置することで地域に必要とさ

れる医療の体制整備に努めた。 

救急医療の強化取組として、徳島大学病院と連携し救急当直医の派遣受入人数の増

加や専門医の的確な派遣要請を行うことで救急体制の強化を図った。毎月の経営戦略

会議では救急要請に対する拒否症例の検討を行うなどの意識改革を行った結果、救急

搬送件数は２年連続で 3,000 台を上回っている。 

徳島市民病院の特色である３センター（がん、関節、周産期）においては、手術支

援ロボットを使用する施設基準を新たに取得することで手術の適用範囲を拡大し、患

者への適切な治療の提供や医師の意欲向上に努めた。また、無痛分娩の実施件数を増

加し現代に適した医療政策に取り組むなど、各センターの充実強化に努めた。 

最後に、令和６年度では診療報酬改定が施行され、看護必要度の新基準などを職員

へ周知し院内体制の整備に取り組んだほか、医療ＤＸを拡大するため複雑な作業を自

動化するＲＰＡやＡＩツールを導入し、職員の業務負担の軽減による効率化やヒュー

マンエラーの削減、また時間短縮に取り組んだ。 

これらの取り組みにより、令和６年度決算においては赤字決算となったものの患者

数や手術件数が増加したことで医業収益は前年度と比較して増収していることは評価

できるものと考えている。しかし、近年の物価高騰や人件費の上昇により収益を上回

る費用はさらに増幅し、不採算医療を実施する公立病院は赤字となることから、業務

効率化による経費削減や収益の増収を図り、適切な自治体の支援を受けて医療の継続

に取り組むよう経営基盤の強化を望むものである。 
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次に、令和６年度の実績を踏まえ、今後、市民病院が経営強化プランに掲げた取組

を着実に実行するために具体的な意見や要望を以下に述べる。 

一つ目は、ＩＣＴの活用拡大によりさらに医療情報が電子化されることから、電子

処方箋の利用を患者へ周知していく必要がある。行政が促進しているマイナンバーカ

ードの普及により電子処方箋による患者の情報確認が容易になったことにより、ＩＣ

Ｔを活用する医療機関が今後も増加することから、市民病院においても電子処方箋の

利用を推進し、さらなる医療機関との連携強化に努めていただきたい。また、令和８

年度に施行される診療報酬改定において、電子処方箋の使用状況による加算項目が設

置される可能性があるため、情報収集に取り組んでいただきたい。 

二つ目は、医療従事者が高齢化し総数が減少している中で、徳島大学病院と連携を

行い市民病院が目指す水準の医師の確保に取り組み、診療報酬改定やＤＰＣにより複

雑化する医事業務を適切に行うため、専門知識を持つ職員の増員による業務効率の向

上に努めていただきたい。また、市民病院は初期研修医を十分に確保しており、研修

医からも研修内容について好評であることから、研修医が研修を終えた後も県内に残

ってもらうように臨床教育の充実に努めていただきたい。 

三つ目は、患者満足度調査においては全国平均を上回る評価を得ており、集計分析

から様々な改善を実施していることから、今後も調査等を利用し具体的な意見を収集

して改善を継続することで、より満足度の高いサービスを提供し患者から選ばれる病

院であるように努めていただきたい。 

最後に、病院を取り巻く経済の現状では不採算医療を担う公立病院の財政が厳しく

なる中で、市民病院は地域において重要な医療機関であり住民にとって必要不可欠の

医療を提供していることから、今後も医業収益となる医療も積極的に行い安定した病

院経営を継続できるよう努めていただきたい。 
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改
善

策
を

講
じ

る
こ

と
で

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
に

取
り

組
ん

だ
。

 ○
 病

院
ま

つ
り

や
看

護
の

日
な

ど
の

イ
ベ

ン
ト
開

催
に

よ
る

情
報

発
信

 ○
 ご

意
見

箱
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

よ
り

利
用

者
や

関
係

者
か

ら
の

意
見

を
継

続
的

に
収

集
し

、
　

　
 対

応
策

を
検

討

【実
績

】

　
令

和
３

年
８

月
に

徳
島

医
療

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
に

参
画

し
、

県
内

の
公

立
・公

的
病

院
と

地
域

医
療

に
係

る
課

題
解

決
の

協
議

を
行

っ
て

い
る

。
　

令
和

６
年

度
で

は
、

救
急

現
場

の
情

報
伝

達
を

円
滑

に
行

う
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ア
プ

リ
「J

oi
n」

の
導

入
を

検
討

し
、

当
院

で
も

「J
oi

n」
の

新
規

導
入

を
行

っ
た

。

 ○
 徳

島
医

療
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

に
参

画
し

、
地

域
医

療
の

諸
問

題
を

協
議

【実
績

】

【実
績

】

　
管

理
者

・院
長

を
中

心
に

、
徳

島
大

学
病

院
の

各
診

療
科

の
教

授
を

尋
ね

、
市

民
病

院
の

目
指

す
医

療
を

丁
寧

に
説

明
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

実
現

の
た

め
に

必
要

と
な

る
人

材
の

派
遣

や
徳

島
大

学
病

院
の

協
力

を
依

頼
し

、
常

に
連

携
体

制
を

強
化

す
る

よ
う

努
め

て
い

る
。

　
一

方
で

当
院

も
、

臨
床

研
修

医
が

研
修

終
了

後
も

徳
島

に
残

り
、

大
学

病
院

医
局

に
入

局
し

て
も

ら
え

る
よ

う
に

、
徳

島
の

魅
力

を
伝

え
な

が
ら

育
成

す
る

な
ど

、
大

学
病

院
と

相
互

利
益

が
生

じ
る

よ
う

に
努

め
て

い
る

。

 ○
 医

師
の

確
保

や
医

療
の

質
改

善
な

ど
、

病
院

運
営

の
共

通
課

題
の

解
決

に
　

　
 向

け
た

連
携

強
化

 ○
 各

診
療

科
間

の
連

携
に

よ
る

最
適

な
医

療
の

適
応

【実
績

】

　
例

年
、

徳
島

市
医

師
会

や
地

域
医

療
機

関
と

の
地

域
医

療
連

携
会

や
研

修
会

を
開

催
し

、
地

域
全

体
の

医
療

水
準

の
向

上
に

貢
献

で
き

る
よ

う
努

め
て

い
る

。
　

今
後

も
、

地
域

医
療

支
援

病
院

と
し

て
徳

島
市

医
師

会
と

連
携

し
た

地
域

完
結

型
医

療
の

推
進

を
図

る
。

 ○
 徳

島
市

民
病

院
地

域
医

療
連

携
会

の
開

催

 ○
 徳

島
市

医
師

会
・徳

島
市

民
病

院
連

携
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

R
７

.１
０

目
標

実
績

現
在

5
13

4

R
６

差

8 

【
数

値
目

標
】

自
己

評
価

自
己

評
価

自
己

評
価

自
己

評
価

自
己

評
価

ど
お

り
で

よ
い

。

　
徳

島
大

学
病

院
と

の
連

携
を

継
続

し
、

効
率

的
な

医
療

体
制

を
整

備
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

自
己

評
価

ど
お

り
で

よ
い

。

自
己

評
価

ど
お

り
で

よ
い

。
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■

 広
報

活
動

の
強

化
評

価
・意

見
等

【
目

標
】

 ○
 か

か
り

つ
け

医
や

連
携

医
へ

の
情

報
提

供
に

よ
る

信
頼

関
係

の
構

築

 2
.　

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の
構

築
に

向
け

た
役

割
・
機

能

　
■

 医
療

・介
護

連
携

基
盤

の
構

築
評

価
・意

見
等

【
目

標
】

 ○
 医

療
・介

護
の

垣
根

を
超

え
た

「
顔

の
見

え
る

関
係

」
の

構
築

 ○
 医

療
・介

護
連

携
交

流
会

開
催

数
（回

）

　
■

 I
C

T
を

活
用

し
た

医
療

連
携

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
の

推
進

評
価

・意
見

等

【
目

標
】

 ○
 医

療
機

関
、

薬
局

、
介

護
施

設
等

と
の

医
療

情
報

の
共

有
化

【実
績

】

R
６

差

0 

 ○
 県

内
全

域
で

の
施

設
間

の
医

療
・在

宅
介

護
情

報
の

共
有

　
入

退
院

支
援

室
を

中
心

に
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
等

と
連

携
し

、
退

院
後

も
適

切
な

介
護

サ
ー

ビ
ス

が
受

け
ら

れ
る

よ
う

に
支

援
し

て
い

る
。

　
医

療
・介

護
の

垣
根

を
超

え
た

「顔
の

見
え

る
関

係
」

を
構

築
す

る
た

め
、

多
職

種
に

よ
る

情
報

交
換

や
互

い
に

探
求

・
研

鑽
す

る
場

の
提

供
を

継
続

し
て

い
る

。
　

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

り
中

止
し

て
い

た
交

流
会

を
令

和
６

年
度

よ
り

再
開

し
、

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の
構

築
に

寄
与

し
て

い
る

。

 ○
 ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
を

通
し

た
情

報
交

換
の

推
進

【
数

値
目

標
】

【実
績

】

　
か

か
り

つ
け

医
や

連
携

医
へ

の
定

期
的

な
訪

問
活

動
、

徳
島

市
民

病
院

だ
よ

り
（年

４
回

発
行

）の
配

布
に

よ
る

当
院

の
最

新
情

報
の

共
有

を
行

っ
て

い
る

。
　

本
院

の
診

断
・治

療
を

簡
単

に
解

説
し

た
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

作
成

し
、

患
者

の
治

療
に

関
す

る
理

解
を

サ
ポ

ー
ト

し
て

い
る

。

 ○
 徳

島
市

民
病

院
だ

よ
り

、
徳

島
市

民
病

院
年

報
、

各
診

療
科

リ
ー

フ
レ

ッ
ト
に

よ
る

情
報

提
供

目
標

実
績

年
間

見
込

3
3

3

R
７

.１
０

【実
績

】

自
己

評
価

自
己

評
価

自
己

評
価

　
県

域
を

対
象

と
し

た
医

療
・介

護
連

携
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

で
あ

る
「阿

波
あ

い
ネ

ッ
ト
」に

参
加

し
て

お
り

、
安

全
で

効
率

的
な

患
者

情
報

の
提

供
を

推
進

し
て

い
る

。

自
己

評
価

ど
お

り
で

よ
い

。

自
己

評
価

ど
お

り
で

よ
い

。

　
電

子
処

方
箋

の
使

用
状

況
に

よ
っ

て
加

算
さ

れ
る

診
療

報
酬

が
追

加
さ

れ
る

と
思

わ
れ

る
た

め
、

普
及

を
お

願
い

し
た

い
。
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 ３
.　

政
策

医
療

の
取

組
強

化

　
■

 救
急

医
療

へ
の

取
組

評
価

・意
見

等

【
目

標
】

 ○
 地

域
医

療
に

お
け

る
二

次
救

急
医

療
体

制
の

確
保

 ○
 救

急
車

搬
送

患
者

数
（
人

／
月

平
均

）

 ○
 紹

介
救

急
患

者
数

（人
／

月
平

均
）

　
■

 周
産

期
医

療
へ

の
取

組
　

～
地

域
周

産
期

母
子

医
療

セ
ン

タ
ー

の
機

能
充

実
～

評
価

・意
見

等

【
目

標
】

 ○
 産

科
・小

児
科

の
連

携
に

よ
る

ハ
イ

リ
ス

ク
分

娩
や

新
生

児
治

療
の

提
供

 ○
 分

娩
件

数
（
件

）

 ○
 Ｎ

ＩＣ
Ｕ

病
床

稼
働

率
（％

）

【
数

値
目

標
】

差

44
 

R
６

88
.7

【実
績

】

　
地

域
周

産
期

母
子

医
療

セ
ン

タ
ー

と
し

て
、

産
科

と
小

児
科

の
連

携
に

よ
る

一
貫

し
た

周
産

期
医

療
の

提
供

に
取

り
組

ん
だ

結
果

、
全

国
的

に
分

娩
数

が
減

少
傾

向
に

あ
る

中
、

当
院

の
分

娩
件

数
は

増
加

傾
向

に
あ

り
、

特
に

無
痛

分
娩

の
実

施
件

数
は

大
幅

に
増

加
し

て
い

る
。

　
無

痛
分

娩
は

助
産

師
の

人
数

や
高

度
な

麻
酔

管
理

が
必

要
で

あ
る

た
め

週
１

回
の

実
施

と
し

て
い

た
が

、
令

和
６

年
度

よ
り

実
施

回
数

を
増

加
し

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

こ
と

で
、

分
娩

施
設

と
し

て
選

ば
れ

る
病

院
と

な
る

よ
う

体
制

整
備

を
図

っ
た

。
　

分
娩

件
数

の
増

加
に

伴
い

、
N

IC
U

の
病

床
稼

働
率

も
上

昇
し

て
い

る
。

 ○
 無

痛
分

娩
の

実
施

回
数

を
増

加

【
数

値
目

標
】

R
７

.１
０

目
標

2
20

.0
28

3.
8

27
3.

6

【実
績

】

R
６

　
二

次
救

急
指

定
病

院
と

し
て

救
急

患
者

や
紹

介
を

中
心

に
可

能
な

限
り

受
入

れ
を

行
い

受
入

件
数

の
増

加
に

取
り

組
ん

だ
。

　
令

和
５

年
度

よ
り

徳
島

大
学

病
院

か
ら

救
急

専
門

医
の

派
遣

受
入

を
開

始
し

、
令

和
６

年
度

で
は

更
に

救
急

派
遣

医
の

派
遣

回
数

を
増

加
し

て
救

急
医

療
体

制
を

強
化

し
た

。
　

毎
月

の
経

営
戦

略
会

議
で

は
救

急
要

請
に

対
す

る
拒

否
症

例
の

検
討

を
行

う
な

ど
の

意
識

改
革

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
令

和
６

年
度

の
救

急
搬

送
患

者
数

は
3,

40
5

件
と

２
年

連
続

で
3,

00
0台

を
超

え
る

受
入

を
達

成
し

た
。

 ○
 救

急
搬

送
患

者
や

紹
介

患
者

の
積

極
的

な
受

入

63
.8

 

1.
5 

1
10

.0
11

1.
5

10
0.

3

差

11
.7

 

実
績

現
在

/年
間

見
込

5
0
0

7
0.

0

54
4

35
9

81
.7

R
７

.１
０

目
標

実
績

年
間

見
込

自
己

評
価

自
己

評
価

自
己

評
価

ど
お

り
で

よ
い

。

自
己

評
価

ど
お

り
で

よ
い

。
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■

 が
ん

医
療

へ
の

取
組

　
～

が
ん

セ
ン

タ
ー

の
機

能
充

実
～

評
価

・意
見

等

【
目

標
】

 ○
 手

術
療

法
、

化
学

療
法

、
放

射
線

療
法

に
よ

る
最

適
な

が
ん

治
療

の
提

供

 ○
 緩

和
ケ

ア
医

療
の

充
実

強
化

 ○
 院

内
が

ん
登

録
数

（
件

／
月

平
均

）

 ○
 が

ん
手

術
件

数
（
件

／
月

平
均

）

 ○
 放

射
線

治
療

件
数

（件
／

月
平

均
）

 ○
 新

入
院

が
ん

患
者

数
（
人

／
月

平
均

）

 ○
 が

ん
相

談
件

数
（
件

）

　
■

 災
害

時
医

療
へ

の
取

組
　

～
災

害
拠

点
病

院
と

し
て

の
機

能
充

実
～

評
価

・意
見

等

【
目

標
】

 ○
 大

規
模

災
害

の
ほ

か
、

集
団

感
染

や
サ

イ
バ

ー
攻

撃
に

備
え

た
体

制
構

築

 ○
 Ｄ

Ｍ
Ａ

Ｔ
（災

害
派

遣
医

療
チ

ー
ム

）
の

複
数

隊
編

成

【
数

値
目

標
】

38
1.

3

6
5.

0

4
0.

0

75
.9

72
.9

52
.3

R
６

差

【実
績

】

　
地

域
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
と

し
て

、
各

種
が

ん
専

門
医

に
よ

る
最

適
な

医
療

の
提

供
、

及
び

緩
和

ケ
ア

を
含

む
が

ん
の

ト
ー

タ
ル

ケ
ア

に
取

り
組

ん
だ

。
　

令
和

５
年

度
に

導
入

し
た

手
術

支
援

ロ
ボ

ッ
ト
に

関
す

る
施

設
基

準
を

取
得

す
る

こ
と

で
医

療
の

質
と

収
入

の
確

保
に

取
り

組
み

、
高

精
度

で
低

侵
襲

な
手

術
を

行
う

こ
と

で
患

者
の

身
体

機
能

の
温

存
に

努
め

た
。

　
が

ん
治

療
後

の
身

体
的

な
回

復
を

で
き

る
だ

け
早

め
、

社
会

復
帰

・職
場

復
帰

が
短

期
間

で
図

れ
る

よ
う

、
手

術
前

か
ら

が
ん

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

を
導

入
す

る
な

ど
、

切
れ

目
の

な
い

が
ん

治
療

の
提

供
に

取
り

組
ん

だ
。

　
こ

れ
ら

の
取

組
に

よ
り

、
目

標
値

を
大

き
く

上
回

る
指

標
が

多
い

結
果

と
な

っ
た

。

 ○
 多

職
種

に
よ

る
キ

ャ
ン

サ
ー

ボ
ー

ド
に

よ
り

最
適

な
治

療
方

法
を

検
討

 ○
 緩

和
ケ

ア
チ

ー
ム

を
中

心
と

し
た

疼
痛

緩
和

及
び

メ
ン

タ
ル

ケ
ア

44
3.

3
37

6.
6

16
4.

3
18

5.
1

1,
10

1
95

0

 ○
 化

学
療

法
件

数
（件

／
月

平
均

）
39

0.
4

48
.6

【実
績

】

　
災

害
拠

点
病

院
と

し
て

、
被

災
時

に
備

え
て

３
日

分
の

食
糧

、
水

、
燃

料
及

び
医

薬
品

を
確

保
し

て
い

る
。

毎
年

、
D

M
A

T
関

連
の

備
品

を
整

備
す

る
な

ど
体

制
充

実
を

図
っ

て
い

る
。

　
南

海
ト
ラ

フ
巨

大
地

震
を

想
定

し
た

大
規

模
災

害
訓

練
を

行
っ

て
お

り
、

D
M

A
T

を
中

心
に

本
部

対
応

や
災

害
時

の
患

者
対

応
な

ど
実

践
的

な
訓

練
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

　
令

和
６

年
度

で
は

、
サ

イ
バ

ー
攻

撃
を

想
定

し
た

災
害

訓
練

を
実

施
し

、
訓

練
結

果
を

盛
り

込
ん

だ
シ

ス
テ

ム
障

害
時

に
特

化
し

た
B

C
P
を

策
定

し
た

。

 ○
 災

害
拠

点
病

院
と

し
て

の
機

能
充

実

 ○
 D

M
A

T
隊

員
を

中
心

と
し

た
大

規
模

災
害

訓
練

の
実

施

3
50

.0

3
70

.0

1
40

.0

1
,3

00

40
.4

 

73
.3

 

24
.3

 

△
 1

99
 

 ○
 手

術
前

か
ら

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
推

奨

10
.9

 

12
.3

 

R
７

.１
０

目
標

実
績

現
在

/年
間

見
込

自
己

評
価

自
己

評
価

　
手

術
支

援
ロ

ボ
ッ

ト
の

導
入

に
よ

り
医

師
の

意
欲

向
上

に
繋

が
る

た
め

、
ロ

ボ
ッ

ト
手

術
の

適
応

範
囲

の
拡

大
や

他
院

の
医

師
へ

の
周

知
に

努
め

て
い

た
だ

き
た

い
。

自
己

評
価

ど
お

り
で

よ
い

。
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■

 新
興

感
染

症
の

感
染

拡
大

時
等

に
備

え
た

平
時

か
ら

の
取

組
評

価
・意

見
等

【
目

標
】

 ○
 新

興
感

染
症

に
対

す
る

迅
速

か
つ

適
確

な
医

療
の

提
供

 ４
.　

社
会

の
ニ

ー
ズ

に
応

え
る

高
度

な
専

門
医

療
等

の
充

実

　
■

 関
節

治
療

セ
ン

タ
ー

の
機

能
充

実
評

価
・意

見
等

【
目

標
】

 ○
 手

術
療

法
、

薬
物

療
法

、
リ

ハ
ビ

リ
療

法
に

よ
る

総
合

的
な

医
療

の
提

供

 ○
 関

節
治

療
セ

ン
タ

ー
手

術
件

数
（
件

）

　
■

 新
た

な
治

療
へ

の
取

組
評

価
・意

見
等

【
目

標
】

 ○
 新

た
な

医
療

技
術

の
導

入
に

向
け

た
検

討
及

び
積

極
的

な
提

供

 ○
 感

染
管

理
認

定
看

護
師

の
複

数
名

体
制

の
維

持

【実
績

】

 ○
 感

染
症

専
用

病
床

の
設

置

 ○
 個

人
防

護
服

や
医

薬
品

の
備

蓄 R
６

差

18
5 

【実
績

】

【実
績

】
　

徳
島

県
と

医
療

措
置

協
定

を
締

結
し

、
病

床
確

保
の

第
一

種
協

定
指

定
医

療
機

関
、

発
熱

外
来

の
第

二
種

協
定

指
定

医
療

機
関

の
指

定
を

受
け

た
。

有
事

の
際

は
県

の
要

請
を

受
け

て
感

染
症

病
床

１
２

床
を

使
用

し
、

発
熱

外
来

の
実

施
な

ど
積

極
的

な
対

応
を

行
う

こ
と

と
し

て
い

る
。

　
平

時
か

ら
の

取
組

と
し

て
、

２
ヶ

月
分

の
個

人
防

護
服

と
医

薬
品

の
備

蓄
、

感
染

管
理

認
定

看
護

師
の

養
成

に
よ

る
体

制
強

化
を

図
っ

て
い

る
。

　
関

節
治

療
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
、

高
齢

化
に

伴
い

増
加

傾
向

に
あ

る
関

節
疾

患
及

び
リ

ウ
マ

チ
性

疾
患

患
者

を
対

象
に

、
早

期
か

つ
適

切
な

治
療

を
提

供
し

た
。

　
手

術
治

療
に

つ
い

て
は

、
ロ

ボ
ッ

ト
ア

ー
ム

や
ナ

ビ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

シ
ス

テ
ム

に
よ

る
高

精
度

の
人

工
関

節
置

換
術

や
高

精
度

な
手

の
手

術
を

中
心

に
実

施
し

て
い

る
。

令
和

６
年

度
に

は
、

人
工

股
関

節
置

換
術

（手
術

支
援

装
置

を
用

い
る

も
の

）の
施

設
基

準
を

取
得

し
、

更
に

柔
軟

な
医

療
提

供
を

行
え

る
よ

う
に

取
り

組
ん

だ
。

　
術

後
は

リ
ハ

ビ
リ

専
門

医
が

早
期

に
介

入
し

、
患

者
の

状
態

に
応

じ
た

リ
ハ

ビ
リ

計
画

書
を

作
成

す
る

こ
と

で
、

早
期

回
復

の
支

援
を

図
っ

た
。

 ○
 関

節
疾

患
患

者
や

リ
ウ

マ
チ

性
疾

患
患

者
を

中
心

と
し

た
積

極
的

に
受

入

 ○
 手

術
支

援
ロ

ボ
ッ

ト
に

よ
る

質
の

高
い

手
術

療
法

の
提

供

 ○
 リ

ハ
ビ

リ
専

門
医

に
よ

る
関

節
機

能
の

早
期

回
復

【
数

値
目

標
】

R
７

.１
０

目
標

実
績

現
在

1
,0

00
1,

18
5

68
2

　
令

和
６

年
度

に
高

精
細

内
視

鏡
シ

ス
テ

ム
等

を
導

入
し

、
以

前
よ

り
も

高
精

細
な

映
像

技
術

で
手

術
部

を
鮮

明
に

映
し

出
し

、
従

来
よ

り
も

高
精

度
で

低
侵

襲
な

手
術

が
可

能
と

な
っ

た
ほ

か
、

手
術

支
援

ロ
ボ

ッ
ト
を

活
用

で
き

る
施

設
基

準
の

取
得

に
取

り
組

み
、

患
者

に
有

益
な

ロ
ボ

ッ
ト
手

術
の

増
加

を
図

っ
た

。

 ○
 高

精
細

内
視

鏡
手

術
シ

ス
テ

ム
等

の
導

入

 ○
 手

術
支

援
ロ

ボ
ッ

ト
の

施
設

基
準

の
取

得

自
己

評
価

自
己

評
価

自
己

評
価

自
己

評
価

ど
お

り
で

よ
い

。

　
関

節
疾

患
患

者
の

受
入

を
積

極
的

に
行

い
、

貴
院

の
特

色
の

あ
る

医
療

を
地

域
に

役
立

て
て

い
た

だ
き

た
い

。

自
己

評
価

ど
お

り
で

よ
い

。
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■

 看
護

ケ
ア

の
充

実
評

価
・意

見
等

【
目

標
】

 ○
 患

者
に

寄
り

添
っ

た
質

の
高

い
看

護
ケ

ア
の

提
供

基
準

②

基
準

②

　
■

 職
種

を
超

え
た

チ
ー

ム
医

療
の

推
進

評
価

・意
見

等

【
目

標
】

 ○
 多

職
種

が
互

い
に

連
携

・補
完

し
合

う
チ

ー
ム

医
療

の
推

進
 ○

 多
職

種
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

な
ど

を
通

し
て

患
者

情
報

や
治

療
方

針
を

共
有

 ○
 多

職
種

チ
ー

ム
に

よ
る

F
L
S（

骨
折

リ
エ

ゾ
ン

サ
ー

ビ
ス

）の
提

供

　
■

 デ
ジ

タ
ル

化
の

対
応

評
価

・意
見

等

【
目

標
】

 ○
 I
T

技
術

の
導

入
・活

用
に

よ
る

効
率

的
で

安
全

な
医

療
の

提
供

　
■

 高
度

医
療

機
器

の
更

新
、

充
実

評
価

・意
見

等

【
目

標
】

 ○
 本

院
が

担
う

べ
き

医
療

機
能

に
対

応
し

た
医

療
機

器
の

整
備

R
６

差
【
数

値
目

標
】

8.
2 

3
5.

0

9
0.

0

 ○
 一

般
病

棟
用

の
重

症
度

、
医

療
・看

護
必

要
度

　
  
 （

急
性

期
一

般
入

院
料

１
）
（％

／
月

平
均

）

 ○
 特

定
集

中
治

療
室

用
等

の
重

症
度

、
医

療
・
看

護
必

要
度

　
  
 （

ハ
イ

ケ
ア

ユ
ニ

ッ
ト
入

院
医

療
管

理
料

）
（％

／
月

平
均

）

目
標

実
績

年
間

見
込

89
.0

【実
績

】

 ○
 病

態
に

応
じ

た
適

切
な

看
護

ケ
ア

に
よ

る
重

症
度

、
医

療
・看

護
必

要
度

の
適

正
化

8.
0 

2.
4 

1
05

.0
 ○

 入
退

院
支

援
件

数
（件

／
月

平
均

）

43
.0

42
.3

92
.4

11
3.

2
15

1.
4

　
令

和
６

年
度

に
は

臨
床

検
査

情
報

処
理

シ
ス

テ
ム

、
生

化
学

自
動

分
析

装
置

、
高

精
細

内
視

鏡
手

術
シ

ス
テ

ム
を

導
入

。
更

に
安

全
で

高
精

細
な

医
療

を
提

供
で

き
る

よ
う

に
努

め
る

。

 ○
 令

和
６

年
度

　
医

療
機

械
器

具
購

入
費

　
2億

6,
28

8万
円

【実
績

】
　

チ
ー

ム
医

療
の

促
進

を
図

る
た

め
、

キ
ャ

ン
サ

ー
ボ

ー
ド

や
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

な
ど

に
多

職
種

が
参

加
す

る
こ

と
で

情
報

共
有

や
多

職
種

間
の

連
携

の
充

実
を

図
っ

た
。

　
令

和
６

年
度

に
は

、
新

た
に

身
体

拘
束

最
小

化
チ

ー
ム

を
発

足
し

て
い

る
。

　
多

職
種

に
よ

る
F
L
S（

骨
折

リ
エ

ゾ
ン

サ
ー

ビ
ス

）を
提

供
し

て
お

り
、

骨
粗

鬆
症

の
早

期
発

見
・早

期
治

療
・骨

折
予

防
に

努
め

て
い

る
。

大
腿

骨
近

位
部

骨
折

術
後

か
ら

30
日

、
12

0日
、

36
5日

後
に

経
過

観
察

を
行

っ
て

お
り

、
令

和
６

年
度

で
は

20
8人

に
対

し
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

を
実

施
し

た
。

【実
績

】
　

R
P
A

（R
ob

ot
ic

 P
ro

ce
ss

 A
ut

om
at

io
n）

を
導

入
し

、
複

雑
な

作
業

を
自

動
化

す
る

こ
と

で
作

業
時

間
の

短
縮

や
ヒ

ュ
ー

マ
ン

エ
ラ

ー
の

削
減

を
図

っ
た

。
今

後
も

、
活

用
範

囲
を

拡
大

し
安

全
で

効
率

的
な

医
療

体
制

を
築

け
る

よ
う

努
め

る
。

　
A

Iが
音

声
を

読
み

込
む

こ
と

で
作

成
で

き
る

議
事

録
作

成
ツ

ー
ル

を
使

用
し

、
職

員
の

作
業

負
担

の
軽

減
と

時
間

短
縮

を
図

っ
た

。

 ○
 R

P
A

の
導

入
に

よ
る

作
業

の
自

動
化

・単
純

化
に

よ
る

ミ
ス

の
削

減

 ○
 A

I議
事

録
作

成
ツ

ー
ル

に
よ

る
作

業
時

間
の

短
縮

【実
績

】

自
己

評
価

R
７

.１
０

自
己

評
価

自
己

評
価

自
己

評
価

　
不

安
を

抱
え

る
患

者
や

そ
の

家
族

が
安

心
し

て
治

療
を

受
け

ら
れ

る
よ

う
に

、
一

人
ひ

と
り

に
寄

り
添

っ
た

適
切

な
看

護
ケ

ア
の

提
供

に
努

め
た

。
　

令
和

６
年

６
月

施
行

の
診

療
報

酬
改

定
よ

り
看

護
必

要
度

は
評

価
基

準
Ⅱ

の
適

応
が

必
須

化
さ

れ
、

よ
り

厳
密

な
評

価
基

準
と

な
っ

た
。

新
基

準
の

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要
度

の
評

価
を

適
切

に
受

け
ら

れ
る

よ
う

、
内

部
体

制
の

強
化

を
図

っ
た

。
新

基
準

の
評

価
に

お
い

て
は

、
す

べ
て

目
標

値
を

上
回

っ
て

い
る

。

自
己

評
価

ど
お

り
で

よ
い

。

自
己

評
価

ど
お

り
で

よ
い

。

自
己

評
価

ど
お

り
で

よ
い

。

自
己

評
価

ど
お

り
で

よ
い

。
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■

 病
院

施
設

・設
備

の
適

正
管

理
評

価
・意

見
等

【
目

標
】

 ○
 病

院
施

設
・
設

備
の

機
能

維
持

 ５
.　

市
民

の
健

康
と

安
全

の
た

め
に

　
■

 疾
病

予
防

へ
の

取
組

評
価

・意
見

等

【
目

標
】

 ○
 が

ん
の

早
期

発
見

・治
療

に
向

け
た

取
組

強
化

　
■

 市
民

の
健

康
づ

く
り

へ
の

支
援

評
価

・意
見

等

【
目

標
】

 ○
 市

民
の

健
康

へ
の

関
心

を
高

め
る

活
動

 ○
 市

民
公

開
講

座
開

催
回

数
（回

）

 ○
 市

民
公

開
講

座
参

加
人

数
（人

）

　
■

 市
民

の
防

災
意

識
の

醸
成

評
価

・意
見

等

【
目

標
】

 ○
 市

民
の

防
災

へ
の

意
識

を
高

め
る

活
動

 ○
 地

域
へ

の
出

前
講

座
開

催
数

（回
）

【
数

値
目

標
】

 ○
 地

域
に

向
け

た
救

急
救

命
講

習
に

よ
る

防
災

意
識

の
啓

発

【実
績

】

【実
績

】

 ○
 泌

尿
器

科
外

来
の

改
修

8

2
3

21
1

14
1

0 

△
 8

9 

3

3
0
0

R
７

.１
０

目
標

実
績

現
在

10
 

R
６

差

18
13

R
６

差

 ○
 市

民
公

開
講

座
の

実
施

と
健

康
管

理
の

意
識

啓
発

【
数

値
目

標
】

【実
績

】
　

が
ん

検
診

受
診

率
の

向
上

を
目

的
と

し
た

徳
島

市
の

提
言

に
基

づ
き

、
が

ん
精

密
検

査
を

行
う

医
療

機
関

の
役

割
を

担
う

な
ど

、
が

ん
の

早
期

治
療

を
促

進
す

る
体

制
整

備
に

寄
与

し
て

い
る

。

 ○
 が

ん
精

密
検

診
協

力
医

療
機

関
と

し
て

が
ん

の
早

期
対

応
に

寄
与

R
７

.１
０

目
標

実
績

現
在

 ○
 施

設
の

老
朽

化
に

伴
う

施
設

に
付

属
す

る
設

備
の

修
繕

 ○
 感

染
症

専
用

病
床

の
設

置
の

た
め

５
階

病
棟

の
改

修

自
己

評
価

【実
績

】

　
定

期
的

な
巡

視
・点

検
に

よ
り

異
常

の
あ

る
箇

所
を

早
期

に
確

認
し

修
繕

を
行

う
こ

と
で

、
病

院
施

設
・整

備
の

保
安

管
理

に
務

め
て

い
る

。
　

令
和

６
年

度
に

は
、

感
染

症
専

用
病

床
設

置
の

た
め

５
階

病
棟

を
改

修
し

た
。

ま
た

、
患

者
の

増
加

に
伴

い
、

泌
尿

器
科

外
来

を
改

修
し

、
１

診
体

制
か

ら
２

診
体

制
に

拡
充

し
た

。

　
ふ

れ
あ

い
健

康
館

が
主

催
す

る
市

民
公

開
講

座
に

講
師

を
派

遣
し

、
日

常
の

健
康

管
理

や
疾

病
予

防
に

関
す

る
意

識
啓

発
に

努
め

た
。

　
市

民
を

対
象

と
し

た
健

康
講

座
な

ど
、

様
々

な
イ

ベ
ン

ト
を

通
じ

て
市

民
の

健
康

増
進

を
努

め
て

る
。

　
教

育
機

関
（小

学
校

、
学

童
保

育
、

児
童

館
等

）及
び

医
療

機
関

を
対

象
と

し
て

、
救

急
救

命
講

習
や

災
害

訓
練

の
出

前
授

業
を

実
施

し
、

市
民

の
防

災
意

識
の

向
上

に
取

り
組

ん
で

い
る

。

自
己

評
価

自
己

評
価

自
己

評
価

自
己

評
価

ど
お

り
で

よ
い

。

自
己

評
価

ど
お

り
で

よ
い

。

自
己

評
価

ど
お

り
で

よ
い

。

自
己

評
価

ど
お

り
で

よ
い

。
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 Ⅱ
.　

次
代

を
担

う
医

療
人

を
育

て
る

た
め

に

 1
.　

専
門

資
格

を
有

す
る

人
材

の
確

保
及

び
育

成

　
■

 医
療

人
材

の
確

保
評

価
・意

見
等

【
目

標
】

 ○
 本

院
の

方
向

性
や

レ
ベ

ル
に

対
応

し
た

医
師

の
確

保

 ○
 勤

務
環

境
の

整
備

等
に

よ
る

優
秀

な
医

療
従

事
者

の
確

保

 ○
 医

師
（人

）　
※

専
攻

医
を

含
む

 ○
 薬

剤
師

（人
）

 ○
 看

護
師

（人
）

 ○
 医

療
技

術
員

（
人

）

 ○
 事

務
職

（人
）

 ○
 合

計

　
■

 高
度

専
門

医
療

を
担

う
医

療
従

事
者

の
養

成
評

価
・意

見
等

【
目

標
】

 ○
 院

内
及

び
院

外
の

研
修

等
に

参
加

し
や

す
い

環
境

の
整

備

 ○
 診

療
体

制
の

強
化

に
向

け
て

優
秀

な
医

療
人

材
を

確
保

 ○
 院

内
保

育
施

設
な

ど
で

子
育

て
世

代
に

配
慮

し
た

勤
務

環
境

を
提

供

51

28

△
 2

 

△
 2

 

△
 2

 

△
 1

1 

50

2
8
2

6
9

2
0

1 

目
標

実
績

現
在

20

【
数

値
目

標
】

63
62

21

28

5
2

差

△
 6

 

28
0

28
3

　
徳

島
大

学
と

連
携

し
十

分
な

意
思

疎
通

を
図

り
な

が
ら

、
本

院
が

目
指

す
べ

き
医

療
の

方
向

性
や

水
準

に
対

応
し

た
医

師
の

確
保

に
努

め
た

。
定

年
退

職
後

な
ど

の
、

十
分

な
知

識
を

兼
ね

備
え

た
常

勤
会

計
年

度
職

員
任

用
職

員
を

含
め

た
医

師
数

は
66

人
と

な
っ

て
い

る
。

　
院

内
保

育
所

を
は

じ
め

と
す

る
、

育
児

休
養

や
育

児
短

時
間

勤
務

等
の

子
育

て
世

代
に

配
慮

し
た

労
働

環
境

の
設

備
を

行
い

、
優

秀
な

人
材

の
確

保
を

図
っ

た
。

　
但

し
、

薬
剤

師
を

除
く

正
規

職
員

の
数

は
目

標
値

に
及

ば
な

か
っ

た
。

R
７

.１
０

R
６

【実
績

】

3
0

4
5
3

44
2

44
4

【実
績

】

 ○
 学

会
等

に
要

す
る

費
用

を
公

費
負

担
と

す
る

こ
と

で
医

療
知

識
・技

能
の

習
得

を
支

援

自
己

評
価

　
学

会
・研

修
会

等
に

係
る

出
張

旅
費

、
参

加
費

を
公

費
負

担
す

る
こ

と
で

、
高

度
な

医
療

知
識

・技
能

の
習

得
を

支
援

し
て

い
る

。
　

随
時

、
外

部
有

識
者

を
招

聘
し

た
勉

強
会

等
を

開
催

し
て

お
り

、
先

進
的

な
事

例
に

接
す

る
機

会
の

提
供

に
努

め
た

。

自
己

評
価

ど
お

り
で

よ
い

。

自
己

評
価

　
職

員
数

を
安

定
さ

せ
、

職
員

の
負

担
軽

減
や

業
務

効
率

の
向

上
に

努
め

て
い

た
だ

き
た

い
。
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 ２
.　

臨
床

研
修

指
定

病
院

と
し

て
の

機
能

充
実

　
■

 臨
床

教
育

セ
ン

タ
ー

の
取

組
強

化
評

価
・意

見
等

【
目

標
】

 ○
 臨

床
研

修
医

を
確

保
す

る
た

め
の

受
入

体
制

の
充

実
強

化

 ○
 初

期
臨

床
研

修
医

数
（
基

幹
形

）　
（
人

）

 ○
 初

期
臨

床
研

修
医

数
（
協

力
型

）　
（
人

）

　
■

 臨
床

実
習

医
学

生
の

受
入

体
制

の
充

実
評

価
・意

見
等

【
目

標
】

 ○
 医

学
実

習
生

の
積

極
的

な
受

入

 ○
 臨

床
実

習
医

学
生

の
受

入
人

数
（
人

）

　
■

 医
療

現
場

で
の

実
習

生
、

見
学

生
の

受
入

態
勢

の
充

実
評

価
・意

見
等

【
目

標
】

 ○
 実

習
生

の
受

入
に

よ
る

医
療

人
材

の
育

成

【
数

値
目

標
】

R
６

差

R
７

.１
０

目
標

R
７

.１
０

目
標

6 0 0 

5

実
績

現
在

8
14

12

R
６

差

　
臨

床
教

育
セ

ン
タ

ー
か

ら
各

診
療

科
へ

協
力

を
依

頼
し

、
徳

島
大

学
医

学
部

の
学

生
を

積
極

的
に

受
け

入
れ

て
い

る
。

　
卒

前
教

育
で

は
、

臨
床

の
基

礎
と

な
る

知
識

・技
能

・
態

度
を

中
心

に
丁

寧
な

指
導

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
本

院
が

卒
後

臨
床

研
修

施
設

と
し

て
選

択
さ

れ
る

よ
う

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
　

こ
れ

ら
の

取
り

組
み

が
、

研
修

医
の

増
加

に
寄

与
し

て
い

る
。

 ○
 医

学
実

習
生

の
受

入

【
数

値
目

標
】

5
0

　
看

護
実

習
生

、
薬

学
部

実
習

生
等

を
積

極
的

に
受

け
入

れ
、

地
域

を
支

え
る

人
材

育
成

に
取

り
組

ん
だ

。
　

実
習

現
場

で
は

、
患

者
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
大

切
さ

を
実

感
で

き
る

よ
う

な
指

導
に

努
め

た
。

　
ま

た
、

毎
年

高
校

生
を

対
象

と
し

た
「ふ

れ
あ

い
看

護
体

験
」を

開
催

し
て

お
り

、
令

和
６

年
度

も
県

内
８

校
か

ら
18

名
の

参
加

が
あ

っ
た

。

 ○
 看

護
実

習
生

、
薬

学
部

実
習

生
の

受
入

自
己

評
価

【実
績

】

50
25

実
績

現
在

【実
績

】

2
5

【実
績

】

 ○
 臨

床
教

育
セ

ン
タ

ー
に

よ
る

専
門

性
の

高
い

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

提
供

自
己

評
価

自
己

評
価

　
研

修
教

育
セ

ン
タ

ー
で

は
、

徳
島

大
学

と
の

連
携

に
よ

り
臨

床
の

質
の

向
上

を
図

る
こ

と
で

、
県

内
で

活
躍

で
き

る
医

師
の

育
成

に
努

め
た

。
　

医
学

生
に

対
し

て
、

職
員

か
ら

進
ん

で
挨

拶
な

ど
を

行
う

な
ど

親
し

み
の

あ
る

組
織

風
土

の
形

成
に

努
め

、
卒

後
に

は
研

修
先

と
し

て
選

ば
れ

る
よ

う
魅

力
向

上
を

図
っ

た
。

　
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
関

し
て

は
、

経
験

豊
富

な
指

導
医

と
の

マ
ン

ツ
ー

マ
ン

方
式

を
基

本
と

し
、

医
師

と
し

て
の

人
格

の
か

ん
養

、
日

常
診

療
に

お
け

る
基

本
的

な
診

療
能

力
の

習
得

を
目

標
に

指
導

し
て

い
る

。
　

合
同

研
修

や
オ

ン
ラ

イ
ン

説
明

会
へ

の
参

加
や

、
研

修
医

募
集

に
係

る
冊

子
の

作
成

、
研

修
医

の
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

す
る

な
ど

積
極

的
な

情
報

発
信

に
取

り
組

ん
だ

。
　

こ
れ

ら
の

取
組

に
よ

り
、

令
和

６
年

度
の

基
幹

形
研

修
医

は
フ

ル
マ

ッ
チ

の
結

果
と

な
っ

た
。

　
初

期
研

修
医

の
フ

ル
マ

ッ
チ

を
継

続
さ

せ
、

医
師

の
教

育
に

努
め

て
い

た
だ

き
た

い
。

自
己

評
価

ど
お

り
で

よ
い

。

自
己

評
価

ど
お

り
で

よ
い

。
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 Ⅲ
.　

安
心

・
安

全
な

医
療

の
た

め
に

 １
.　

患
者

支
援

体
制

の
強

化

　
■

 患
者

支
援

セ
ン

タ
ー

の
充

実
強

化
評

価
・意

見
等

【
目

標
】

 ○
 患

者
が

安
心

し
て

治
療

を
受

け
ら

れ
る

支
援

体
制

の
整

備

　
■

 患
者

満
足

度
の

向
上

評
価

・意
見

等

【
目

標
】

 ○
 患

者
か

ら
の

意
見

・要
望

に
基

づ
い

た
患

者
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

 ２
.　

職
員

の
満

足
度

向
上

と
働

き
が

い
の

あ
る

職
場

づ
く

り

　
■

 職
員

満
足

度
の

向
上

評
価

・意
見

等

【
目

標
】

 ○
 全

て
の

職
員

が
働

き
や

す
い

職
場

環
境

の
構

築

　
■

 コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

体
制

の
確

保
評

価
・意

見
等

【
目

標
】

 ○
 関

係
法

令
や

就
業

上
の

規
則

・要
綱

等
の

厳
格

な
遵

守

　
■

 ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
防

止
の

徹
底

評
価

・意
見

等

【
目

標
】

 ○
 あ

ら
ゆ

る
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
を

生
ま

な
い

職
場

環
境

の
整

備

【実
績

】

【実
績

】

【実
績

】
　

職
員

満
足

度
調

査
を

実
施

し
、

全
国

レ
ベ

ル
で

の
分

析
調

査
を

行
い

、
働

き
や

す
い

環
境

の
構

築
に

務
め

た
。

令
和

６
年

度
の

評
価

結
果

に
つ

い
て

は
、

調
査

対
象

29
4病

院
中

28
位

と
高

い
位

置
付

け
と

な
っ

た
。

 ○
 職

員
満

足
度

調
査

の
実

施
と

全
国

の
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
を

比
較

・分
析

　
院

内
に

設
置

し
て

い
る

ご
意

見
箱

や
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

問
い

合
わ

せ
フ

ォ
ー

ム
か

ら
意

見
を

収
集

し
、

経
営

戦
略

会
議

で
共

有
す

る
こ

と
で

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
に

努
め

て
い

る
。

　
患

者
満

足
度

調
査

に
参

加
し

、
全

国
的

な
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
と

比
較

す
る

こ
と

で
適

切
な

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

令
和

６
年

度
の

評
価

結
果

に
つ

い
て

は
、

入
院

部
門

・外
来

部
門

の
ど

ち
ら

も
全

国
平

均
よ

り
高

い
結

果
と

な
っ

た
。

 ○
 ご

意
見

箱
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

か
ら

意
見

を
継

続
的

に
収

集
し

、
対

応
策

を
検

討

 ○
 患

者
満

足
度

調
査

の
実

施
と

分
析

 ○
 病

院
食

に
関

す
る

嗜
好

調
査

の
実

施

 ○
 ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
苦

情
相

談
窓

口
の

設
置

 

【実
績

】

　
公

益
通

報
に

関
す

る
体

制
を

整
備

し
て

お
り

、
通

報
者

の
保

護
の

徹
底

と
是

正
措

置
を

講
じ

る
た

め
の

仕
組

み
を

整
備

し
て

い
る

。
 ○

 公
益

通
報

相
談

窓
口

の
設

置

【実
績

】
　

毎
朝

、
地

域
医

療
連

携
室

に
て

入
院

予
定

患
者

、
退

院
予

定
患

者
等

の
情

報
を

共
有

。
さ

ら
に

週
１

回
患

者
支

援
セ

ン
タ

ー
全

体
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
に

て
ベ

ッ
ド

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

状
況

や
困

難
事

例
等

の
検

討
、

患
者

支
援

セ
ン

タ
ー

で
の

イ
ベ

ン
ト
等

に
つ

い
て

情
報

共
有

を
行

っ
て

い
る

。

 ○
 患

者
支

援
セ

ン
タ

ー
運

営
委

員
会

に
よ

る
運

営
管

理

 ○
 総

合
相

談
室

に
よ

る
一

般
相

談
、

が
ん

相
談

、
就

労
相

談
の

実
施

自
己

評
価

自
己

評
価

自
己

評
価

自
己

評
価

自
己

評
価

　
全

職
員

に
相

談
窓

口
を

周
知

し
、

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
の

発
生

時
だ

け
で

は
な

く
、

そ
れ

ら
が

予
見

さ
せ

る
場

合
や

疑
い

が
あ

る
場

合
で

も
相

談
可

能
で

あ
る

こ
と

を
周

知
し

た
。

自
己

評
価

ど
お

り
で

よ
い

。

自
己

評
価

ど
お

り
で

よ
い

。

自
己

評
価

ど
お

り
で

よ
い

。

　
患

者
ア

ン
ケ

ー
ト
な

ど
を

利
用

し
、

患
者

の
意

見
を

収
集

し
て

反
映

す
る

こ
と

で
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

や
改

善
に

努
め

て
い

た
だ

き
た

い
。

自
己

評
価

ど
お

り
で

よ
い

。
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■

 快
適

な
職

場
環

境
の

形
成

評
価

・意
見

等

【
目

標
】

 ３
.　

安
全

管
理

の
徹

底

　
■

 医
療

安
全

対
策

の
取

組
強

化
評

価
・意

見
等

【
目

標
】

 ○
 医

療
安

全
管

理
体

制
の

確
立

 ○
 医

療
事

故
に

対
す

る
適

切
な

対
応

 ○
 医

療
安

全
研

修
会

開
催

回
数

（回
）

　
■

 感
染

制
御

の
取

組
強

化
評

価
・意

見
等

【
目

標
】

 ○
 院

内
感

染
の

予
防

対
策

及
び

早
期

検
知

の
徹

底

 ○
 地

域
全

体
に

お
け

る
感

染
対

策
の

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

 ○
 感

染
制

御
チ

ー
ム

活
動

回
数

（回
）

 ○
 感

染
対

策
研

修
会

開
催

回
数

（回
）

R
７

.１
０

目
標

実
績

現
在

2
0
0

2
0

18
4

10
3

25
10

R
６

差

△
 1

6 5 

【実
績

】
　

安
全

衛
生

委
員

会
に

て
、

公
務

災
害

の
防

止
、

職
員

の
健

康
保

持
な

ど
を

掲
げ

て
職

場
環

境
の

改
善

に
努

め
た

。
委

員
会

に
よ

る
職

場
巡

視
を

実
施

し
、

判
明

し
た

問
題

の
解

決
に

努
め

た
。

 ○
 職

員
の

安
全

と
健

康
を

考
慮

し
た

快
適

な
職

場
環

境
の

形
成

 ○
 安

全
衛

生
委

員
会

に
よ

る
労

働
環

境
の

改
善

2
0

31
10

R
７

.１
０

R
６

差

11
 

目
標

実
績

現
在

 ○
 地

域
の

医
療

機
関

と
の

合
同

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
等

の
実

施

【
数

値
目

標
】

【実
績

】

　
感

染
制

御
室

を
中

心
に

、
標

準
予

防
策

の
指

導
、

感
染

患
者

の
管

理
、

流
行

し
て

い
る

感
染

症
の

情
報

収
集

に
努

め
た

。
　

専
門

知
識

の
あ

る
職

員
で

構
成

さ
れ

た
感

染
制

御
チ

ー
ム

で
定

期
的

な
院

内
ラ

ウ
ン

ド
を

実
施

し
、

療
養

環
境

が
適

切
で

あ
る

か
な

ど
の

感
染

管
理

の
観

点
で

評
価

を
行

っ
た

。
　

地
域

の
医

療
機

関
と

の
合

同
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
年

４
回

実
施

。
ま

た
、

連
携

医
療

機
関

へ
赴

き
、

感
染

対
策

に
つ

い
て

の
助

言
・指

導
を

行
っ

た
。

　
全

職
員

に
対

し
て

年
２

回
以

上
の

感
染

症
対

策
研

修
（オ

ン
ラ

イ
ン

研
修

を
含

む
）を

義
務

付
け

て
お

り
、

感
染

防
止

に
対

す
る

意
思

の
向

上
を

図
っ

た
。

 ○
 感

染
制

御
室

や
感

染
制

御
チ

ー
ム

を
中

心
と

し
た

院
内

感
染

対
策

の
徹

底

【実
績

】

　
医

療
安

全
対

策
室

を
中

心
に

イ
ン

シ
デ

ン
ト
・ア

ク
シ

デ
ン

ト
情

報
を

把
握

し
、

事
故

原
因

の
調

査
分

析
と

再
発

防
止

策
の

立
案

を
行

っ
た

。
経

営
戦

略
会

議
に

て
月

毎
に

レ
ポ

ー
ト
報

告
数

と
オ

カ
レ

ン
ス

・ア
ク

シ
デ

ン
ト
の

詳
細

を
報

告
し

て
お

り
、

職
員

の
安

全
意

識
を

向
上

す
る

と
と

も
に

事
故

件
数

の
減

少
を

図
っ

て
い

る
。

　
令

和
６

年
度

に
医

療
安

全
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
更

新
を

行
い

、
電

子
カ

ル
テ

の
掲

示
板

に
掲

載
す

る
こ

と
で

、
職

員
の

確
認

を
容

易
に

し
て

安
全

管
理

の
意

識
向

上
を

図
っ

た
。

 ○
 イ

ン
シ

デ
ン

ト
・ア

ク
シ

デ
ン

ト
・オ

カ
レ

ン
ス

レ
ポ

ー
ト
に

よ
る

報
告

の
徹

底

 ○
 医

療
安

全
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
更

新

【
数

値
目

標
】

自
己

評
価

自
己

評
価

自
己

評
価

自
己

評
価

ど
お

り
で

よ
い

。

自
己

評
価

ど
お

り
で

よ
い

。

自
己

評
価

ど
お

り
で

よ
い

。
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 ４
.　

働
き

方
改

革
へ

の
適

切
な

対
応

　
■

 適
切

な
労

働
管

理
の

推
進

評
価

・意
見

等

【
目

標
】

 ○
 適

正
な

労
働

時
間

の
把

握

　
■

 タ
ス

ク
シ

フ
ト
／

シ
ェ

ア
の

推
進

評
価

・意
見

等

【
目

標
】

 ○
 医

師
の

診
療

業
務

や
事

務
業

務
の

負
担

軽
減

　
■

 I
C

T
を

活
用

し
た

業
務

負
担

軽
減

評
価

・意
見

等

【
目

標
】

 ○
 シ

ス
テ

ム
間

の
連

携
強

化
等

に
よ

る
業

務
負

担
の

軽
減

　
■

 宿
日

直
勤

務
等

へ
の

対
応

評
価

・意
見

等

【
目

標
】

 ○
 適

切
な

勤
務

体
制

の
在

り
方

を
検

討

 ○
 I
C

カ
ー

ド
を

用
い

た
出

退
勤

シ
ス

テ
ム

に
よ

る
正

確
な

打
刻

管
理

 ○
 医

師
の

働
き

方
改

革
に

よ
る

A
水

準
の

適
応

【実
績

】
　

二
次

救
急

医
療

機
関

と
し

て
、

内
科

系
・外

科
系

・産
婦

人
科

の
当

直
を

36
5日

体
制

で
実

施
し

て
い

る
。

ま
た

、
徳

島
大

学
に

救
急

医
の

派
遣

を
要

請
し

、
当

院
の

医
師

の
負

担
軽

減
と

救
急

体
制

の
強

化
を

図
っ

た
。

 ○
 内

科
系

・
外

科
系

・産
婦

人
科

の
当

直
医

に
よ

る
救

急
体

制
の

確
保

【実
績

】

　
医

師
の

業
務

負
担

を
軽

減
す

る
た

め
に

タ
ス

ク
シ

フ
ト
・シ

ェ
ア

を
推

進
し

て
お

り
、

特
定

看
護

師
の

養
成

や
シ

ス
テ

ム
の

導
入

な
ど

に
よ

り
医

師
の

診
療

体
制

を
補

助
で

き
る

よ
う

に
取

り
組

ん
だ

。
ま

た
、

令
和

６
年

度
は

、
４

名
の

医
師

事
務

作
業

補
助

者
を

増
員

す
る

な
ど

、
体

制
強

化
に

努
め

た
。

【実
績

】

　
○

 特
定

認
定

看
護

師
の

養
成

 ○
 電

子
カ

ル
テ

と
部

門
シ

ス
テ

ム
の

連
携

に
よ

る
業

務
の

平
易

化

 ○
 W

E
B

会
議

の
積

極
的

な
活

用
に

よ
る

移
動

費
用

と
時

間
の

縮
小

【実
績

】

自
己

評
価

自
己

評
価

自
己

評
価

自
己

評
価

　
労

働
時

間
の

実
態

を
把

握
す

る
た

め
、

IC
カ

ー
ド

を
利

用
し

た
出

退
勤

シ
ス

テ
ム

を
利

用
し

て
い

る
。

　
医

師
の

時
間

外
労

働
を

抑
制

す
る

た
め

、
医

師
の

働
き

方
改

革
と

し
て

A
水

準
（時

間
外

労
働

96
0ｈ

/年
以

内
）を

適
用

し
、

医
師

の
負

担
軽

減
を

図
っ

た
。

　
電

子
カ

ル
テ

と
部

門
シ

ス
テ

ム
の

連
携

を
強

化
す

る
こ

と
で

、
負

担
軽

減
や

利
便

性
の

向
上

を
図

っ
た

。
ま

た
、

令
和

７
年

度
に

予
定

し
て

い
る

電
子

カ
ル

テ
の

リ
プ

レ
ー

ス
に

向
け

て
、

更
な

る
IC

T
化

に
向

け
て

、
仕

様
策

定
に

取
り

組
ん

だ
。

　
コ

ロ
ナ

禍
で

浸
透

し
た

W
E
B

会
議

を
積

極
的

に
活

用
し

、
移

動
時

間
の

短
縮

に
取

り
組

ん
だ

。

自
己

評
価

ど
お

り
で

よ
い

。

自
己

評
価

ど
お

り
で

よ
い

。

自
己

評
価

ど
お

り
で

よ
い

。

自
己

評
価

ど
お

り
で

よ
い

。
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 Ⅳ
.　

健
全

な
経

営
の

た
め

に

 １
.　

安
定

的
な

病
院

収
入

の
確

保

　
■

 入
院

診
療

評
価

・意
見

等

【
目

標
】

 ○
 新

入
院

患
者

の
獲

得

 ○
 病

床
稼

働
率

の
向

上

 ○
 在

院
日

数
の

適
正

化

 ○
 手

術
件

数
の

増
加

 ○
 診

療
単

価
の

向
上

 ○
 新

入
院

患
者

数
（人

／
１

日
平

均
）

 ○
 病

床
稼

働
率

（
％

）
　

※
Ｒ

６
に

３
３

５
床

⇒
３

０
７

床
へ

変
更

 一
般

病
床

（
％

）

 緩
和

ケ
ア

病
床

（
％

）

 ○
 平

均
在

院
日

数
（日

）

 ○
 手

術
件

数
（
件

／
月

平
均

）

 ○
 緊

急
手

術
件

数
（件

／
月

平
均

）

　
■

 外
来

診
療

評
価

・意
見

等

【
目

標
】

 ○
 診

療
単

価
の

向
上

 ○
 初

診
外

来
患

者
数

（人
／

１
日

平
均

）

22
.9

 ○
 ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

の
整

備
及

び
適

正
化

R
７

.１
０

目
標

実
績

1.
1 

R
７

.１
０

目
標

実
績

年
間

見
込

2
1.

0

【
数

値
目

標
】

35
9.

5
36

6.
3

33
.8

39
.0

R
６

差

1.
8 

3
2.

0

1.
9 

△
 0

.1
 

2.
4 

△
 2

7.
8 

【実
績

】

年
間

見
込

差

 ○
 手

術
治

療
が

必
要

な
患

者
の

積
極

的
な

受
入

 ○
 診

断
群

分
類

の
適

正
化

及
び

機
能

評
価

の
向

上

【
数

値
目

標
】

23
.5

R
６

【実
績

】

 ○
 入

院
治

療
が

必
要

な
救

急
患

者
や

紹
介

患
者

の
積

極
的

な
受

入

 ○
 医

師
、

病
棟

師
長

、
ベ

ッ
ド

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

担
当

者
の

連
携

に
よ

る
入

退
院

調
整

 ○
 外

来
機

能
の

充
実

と
初

診
患

者
の

獲
得

 ○
 高

度
専

門
外

来
の

充
実

 ○
 重

症
患

者
や

初
診

患
者

を
中

心
と

し
た

外
来

診
察

の
展

開

4
7.

0
48

.1
44

.6

82
.2

82
.7

89
.4

10
.0

9.
8

29
.5

 

89
.6

42
.2

46
.3

8
2.

3

8
7.

0

7
0.

0

1
0～

11

3
30

.0

0.
0 

自
己

評
価

自
己

評
価

　
外

来
診

療
で

は
、

消
化

器
内

科
・呼

吸
器

内
科

・循
環

器
内

科
な

ど
の

専
門

外
来

の
ほ

か
、

女
性

外
来

や
禁

煙
外

来
な

ど
様

々
な

ニ
ー

ズ
に

対
応

で
き

る
体

制
を

整
え

て
い

る
。

　
医

療
機

器
を

計
画

的
に

更
新

す
る

こ
と

に
よ

り
、

地
域

の
か

か
り

つ
け

医
と

の
機

能
分

化
を

進
め

、
よ

り
重

症
度

の
高

い
患

者
の

受
入

に
努

め
た

。
ま

た
、

紹
介

元
医

療
機

関
へ

の
逆

紹
介

を
徹

底
し

、
初

診
患

者
を

中
心

と
し

た
外

来
診

療
を

提
供

す
る

こ
と

で
診

療
単

価
の

向
上

を
図

っ
た

。

　
救

急
患

者
や

紹
介

患
者

を
積

極
的

に
受

け
入

れ
、

急
性

期
を

脱
し

た
患

者
は

紹
介

元
の

病
院

に
逆

紹
介

を
行

う
な

ど
か

か
り

つ
け

医
の

信
頼

と
関

係
の

構
築

に
努

め
た

。
　

入
院

部
門

の
収

益
向

上
に

向
け

て
、

様
々

な
取

組
を

実
施

し
た

。
　

・入
院

支
援

室
、

ベ
ッ

ド
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
ー

、
各

病
棟

が
連

携
し

調
整

を
行

う
こ

と
で

円
滑

な
入

退
院

調
整

を
展

開
し

、
病

床
稼

働
率

の
向

上
と

在
院

日
数

の
適

正
化

を
図

っ
た

。
　

・D
P
C

に
基

づ
く

適
切

な
入

院
期

間
を

精
査

す
る

こ
と

に
よ

り
、

平
均

在
院

日
数

の
適

正
化

を
図

っ
た

。
　

・手
術

に
お

い
て

は
、

手
術

室
を

効
率

的
に

運
用

す
る

こ
と

で
件

数
増

加
に

対
応

し
た

。
　

・麻
酔

科
医

の
確

保
や

手
術

看
護

認
定

看
護

師
の

養
成

を
進

め
る

こ
と

に
よ

り
、

緊
急

手
術

に
対

応
で

き
る

体
制

整
備

に
努

め
た

。
　

こ
れ

ら
の

取
組

に
よ

り
、

一
部

目
標

に
及

ば
な

か
っ

た
も

の
の

、
新

入
院

患
者

、
手

術
件

数
な

ど
収

益
に

大
き

く
影

響
す

る
項

目
は

増
加

し
た

。

　
D

P
C

を
管

理
す

る
職

員
を

確
保

し
適

切
に

管
理

す
る

こ
と

で
D

P
C

の
算

定
率

を
上

昇
さ

せ
、

入
院

収
益

の
増

加
、

病
床

稼
働

率
の

上
昇

を
目

指
す

べ
き

で
あ

る
。

　
外

来
患

者
を

効
率

よ
く

受
け

入
れ

、
医

業
収

入
の

増
加

と
患

者
数

の
取

得
に

繋
げ

て
い

た
だ

き
た

い
。
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 ２
.　

経
費

の
効

率
的

な
執

行

　
■

 医
療

経
費

の
削

減
評

価
・意

見
等

【
目

標
】

 ○
 厳

格
な

価
格

交
渉

に
よ

る
経

費
の

削
減

 ○
 医

業
収

益
に

対
す

る
材

料
費

比
率

（
％

）

 ○
 後

発
医

薬
品

使
用

比
率

（％
）

　
■

 管
理

的
経

費
の

抑
制

評
価

・意
見

等

【
目

標
】

 ○
 業

務
の

見
直

し
や

効
率

化
に

よ
る

経
費

の
抑

制

 ○
 医

業
収

益
に

対
す

る
職

員
給

与
費

比
率

（％
）
　

※
退

職
給

与
金

を
除

く

　
■

 施
設

改
修

・修
繕

費
や

医
療

機
器

修
理

費
の

削
減

評
価

・意
見

等

【
目

標
】

 ○
 施

設
や

医
療

機
器

の
計

画
的

な
更

新
に

よ
る

費
用

の
平

準
化

【実
績

】

△
 1

.0
 

△
 0

.5
 

95
.2

5
3.

5
52

.9
―

【実
績

】

 ○
 修

繕
内

容
の

見
直

し
と

修
繕

す
る

も
の

の
優

先
度

を
検

証

R
７

.１
０

目
標

実
績

年
間

見
込

R
７

.１
０

目
標

実
績

年
間

見
込

2
8.

0

△
 0

.6
 

R
６

差

R
６

差

【実
績

】

 ○
 業

務
委

託
に

お
け

る
仕

様
書

の
見

直
し

及
び

入
札

方
法

の
検

証

【
数

値
目

標
】

 ○
 ベ

ン
チ

マ
ー

ク
指

標
や

価
格

調
査

に
基

づ
い

た
価

格
交

渉
の

徹
底

【
数

値
目

標
】

9
5.

0

27
.0

―

94
.5

自
己

評
価

自
己

評
価

自
己

評
価

　
施

設
修

繕
に

関
し

て
は

、
保

全
整

備
計

画
を

作
成

し
て

お
り

、
期

日
到

来
時

に
は

改
め

て
劣

化
状

況
を

確
認

し
修

繕
の

必
要

性
を

検
証

し
た

上
で

修
繕

を
行

っ
て

い
る

。
　

機
器

修
繕

に
関

し
て

は
、

耐
用

年
数

や
劣

化
状

況
を

検
証

し
た

上
で

、
費

用
対

効
果

を
踏

ま
え

て
修

繕
の

可
否

を
判

断
し

て
い

る
。

　
定

期
的

な
委

託
業

務
を

締
結

し
て

い
る

場
合

で
も

、
物

価
高

騰
や

人
件

費
の

上
昇

に
応

じ
て

全
国

的
な

指
数

等
を

参
考

に
適

正
価

格
で

契
約

で
き

る
よ

う
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

　
一

方
、

目
標

値
は

達
成

し
た

も
の

の
、

職
員

給
与

費
は

年
々

上
昇

し
て

い
る

中
、

診
療

報
酬

に
は

適
切

に
見

込
ま

れ
て

い
る

と
は

思
え

ず
、

厳
し

い
状

況
が

続
い

て
い

る
。

　
物

価
高

騰
や

高
額

な
診

療
材

料
を

必
要

と
す

る
手

術
件

数
の

増
加

に
よ

り
、

前
年

度
と

比
較

し
て

薬
品

費
や

診
療

材
料

費
の

決
算

額
が

増
加

し
て

い
る

一
方

で
、

医
業

収
益

も
増

収
し

た
こ

と
に

よ
り

、
医

業
収

益
に

対
す

る
材

料
比

率
に

つ
い

て
は

、
目

標
値

を
達

成
し

て
い

る
。

　
後

発
医

薬
品

に
関

し
て

は
、

使
用

比
率

は
全

国
平

均
よ

り
高

く
、

94
％

以
上

を
維

持
し

て
い

る
。

自
己

評
価

ど
お

り
で

よ
い

。

自
己

評
価

ど
お

り
で

よ
い

。

自
己

評
価

ど
お

り
で

よ
い

。
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 ３
.　

財
務

体
質

の
強

化

　
■

 正
確

な
財

務
分

析
評

価
・意

見
等

【
目

標
】

 ○
 財

務
状

況
の

正
確

な
分

析
・
把

握

 ○
 医

業
収

支
比

率
（％

）

 ○
 修

正
医

業
収

支
比

率
（
％

）

 ○
 経

常
収

支
比

率
（％

）

　
■

 診
療

報
酬

改
定

へ
の

対
応

評
価

・意
見

等

【
目

標
】

 ○
 改

定
の

動
向

を
調

査
・
検

討
し

速
や

か
に

対
応

を
促

進

　
■

 新
た

な
施

設
基

準
の

取
得

評
価

・意
見

等

【
目

標
】

 ○
 本

院
が

担
う

べ
き

役
割

に
応

じ
た

施
設

基
準

の
積

極
的

な
取

得

　
■

 未
収

金
対

策
の

強
化

評
価

・意
見

等

【
目

標
】

 ○
 各

種
相

談
・
助

言
に

よ
る

未
収

金
の

発
生

防
止

 ○
 簡

易
裁

判
所

の
支

払
督

促
制

度
を

活
用

し
た

未
収

金
の

解
消

【実
績

】
　

生
活

困
窮

の
患

者
に

対
し

て
は

、
初

期
段

階
で

M
SW

や
事

務
職

員
が

支
払

方
法

や
福

祉
制

度
等

の
相

談
・

助
言

を
行

い
、

発
生

防
止

に
努

め
た

。
　

未
収

金
が

発
生

し
た

場
合

は
、

文
書

に
よ

る
督

促
を

行
っ

て
お

り
、

困
難

な
案

件
は

弁
護

士
に

回
収

を
委

託
し

て
い

る
。

　
令

和
５

年
度

に
新

た
に

施
行

さ
れ

た
条

例
に

よ
り

、
管

理
者

権
限

で
債

権
の

権
利

放
棄

が
可

能
と

な
っ

た
た

め
、

停
滞

し
て

い
る

未
収

金
の

解
消

を
図

る
。

 ○
 生

活
困

窮
者

に
対

し
て

初
期

段
階

で
支

払
方

法
や

福
祉

制
度

等
を

提
案

 ○
 回

収
困

難
な

案
件

は
弁

護
士

へ
回

収
を

委
託

 （
R
６

回
収

実
績

：1
9件

、
13

7,
56

2円
）

 ○
 権

利
放

棄
で

解
消

し
た

未
収

金
 （

R
６

年
度

：1
件

、
11

5,
79

0円
）

【実
績

】

　
令

和
６

年
６

月
１

日
に

診
療

報
酬

改
定

が
施

行
さ

れ
、

職
員

へ
の

周
知

や
院

内
体

制
の

整
備

に
取

り
組

ん
だ

結
果

、
医

業
収

益
の

増
収

に
繋

が
っ

て
い

る
。

 ○
 令

和
６

年
度

診
療

報
酬

改
定

の
対

応

【実
績

】
　

令
和

５
年

度
に

導
入

し
た

手
術

支
援

ロ
ボ

ッ
ト
関

連
の

施
設

基
準

を
取

得
し

た
。

【主
な

施
設

基
準

】
胸

腔
鏡

下
肺

切
除

術
胸

腔
鏡

下
肺

悪
性

腫
瘍

術
人

工
股

関
節

置
換

術
（
手

術
支

援
装

置
を

用
い

る
も

の
）

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
等

 ○
 令

和
６

年
度

内
で

新
た

に
１

８
の

施
設

基
準

を
取

得

差

【実
績

】

　
毎

月
の

経
営

戦
略

会
議

に
て

、
前

月
の

診
療

実
績

や
経

営
状

況
を

報
告

し
、

幹
部

職
員

を
中

心
に

情
報

共
有

と
対

応
方

針
の

検
討

を
行

っ
た

。
重

要
な

経
営

課
題

が
発

生
し

た
場

合
は

、
管

理
者

直
轄

の
経

営
戦

略
室

が
分

析
・調

査
を

行
う

な
ど

柔
軟

な
経

営
改

善
に

努
め

た
。

　
令

和
６

年
度

決
算

で
は

、
診

療
報

酬
改

定
や

救
急

患
者

の
積

極
的

な
受

入
に

よ
り

入
院

・外
来

収
益

が
増

収
し

た
一

方
で

、
コ

ロ
ナ

関
連

の
補

助
金

の
交

付
終

了
や

人
件

費
・物

価
の

高
騰

が
大

き
く

、
収

入
を

上
回

る
費

用
と

な
っ

た
た

め
赤

字
決

算
で

あ
っ

た
。

　
令

和
７

年
度

以
降

も
人

件
費

や
経

費
の

高
騰

は
続

く
と

見
込

ま
れ

る
た

め
、

入
院

・外
来

収
益

の
増

加
や

経
費

削
減

に
努

め
る

。

 ○
 徳

島
市

民
病

院
経

営
強

化
プ

ラ
ン

の
策

定
及

び
点

検
・評

価

 ○
 毎

月
の

経
営

戦
略

会
議

に
お

い
て

診
療

実
績

や
経

営
状

況
を

報
告

 ○
 経

営
戦

略
室

を
中

心
に

経
営

改
善

に
向

け
た

取
組

を
実

施

自
己

評
価

目
標

実
績

年
間

見
込

8
9.

5

8
5.

5

9
8.

5

92
.7

―

88
.6

―

98
.8

―

3.
2 

3.
1 

0.
3 

R
７

.１
０

【
数

値
目

標
】

R
６

自
己

評
価

自
己

評
価

自
己

評
価

　
貴

院
の

医
療

は
地

域
に

不
可

欠
で

あ
る

た
め

、
不

採
算

医
療

を
行

い
つ

つ
収

益
増

加
の

た
め

に
対

策
を

行
い

、
現

在
の

医
療

が
継

続
で

き
る

よ
う

努
め

る
べ

き
で

あ
る

。

自
己

評
価

ど
お

り
で

よ
い

。

自
己

評
価

ど
お

り
で

よ
い

。

自
己

評
価

ど
お

り
で

よ
い

。
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 ４
.　

経
営

安
定

化
に

向
け

た
基

盤
整

備

　
■

 専
門

知
識

や
経

験
を

持
つ

事
務

職
員

の
確

保
及

び
育

成
評

価
・意

見
等

【
目

標
】

 ○
 計

画
的

な
プ

ロ
パ

ー
職

員
の

採
用

・育
成

　
■

 職
員

の
経

営
感

覚
の

醸
成

評
価

・意
見

等

【
目

標
】

 ○
 問

題
意

識
の

共
有

化
に

よ
る

職
員

の
意

識
改

革

　
■

 計
画

的
な

資
産

投
資

評
価

・意
見

等

【
目

標
】

 ○
 計

画
的

な
施

設
・
設

備
投

資
の

実
施

　
■

 経
営

形
態

の
見

直
し

評
価

・意
見

等

【
目

標
】

 ○
 累

積
欠

損
金

の
削

減

　
■

 一
般

会
計

繰
入

金
に

つ
い

て
評

価
・意

見
等

【
目

標
】

 ○
 収

入
の

増
加

と
経

費
の

削
減

に
よ

る
繰

入
額

の
抑

制

【実
績

】

　
管

理
者

・院
長

に
よ

る
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
実

施
し

、
部

署
及

び
各

診
療

科
と

の
意

見
交

換
を

行
う

こ
と

で
経

営
方

針
や

問
題

意
識

の
共

有
化

に
努

め
た

。
 ○

 管
理

者
・
院

長
に

よ
る

ト
ッ

プ
ヒ

ア
リ

ン
グ

の
実

施

【実
績

】

　
医

療
の

質
向

上
と

患
者

数
の

増
加

に
よ

る
収

益
の

増
加

に
よ

り
、

繰
入

額
の

抑
制

に
努

め
た

。
 ○

 令
和

６
年

度
 一

般
会

計
繰

入
金

 1
,6

14
百

万
円

 （
前

年
度

比
△

10
5百

万
円

）

【実
績

】
　

令
和

６
年

度
が

赤
字

決
算

で
あ

っ
た

た
め

、
累

積
欠

損
金

が
増

加
し

て
い

る
。

今
後

も
物

価
高

や
人

件
費

の
高

騰
に

よ
る

厳
し

い
経

営
環

境
が

見
込

ま
れ

る
た

め
、

現
状

の
医

療
の

質
を

確
保

し
つ

つ
経

営
状

況
を

改
善

し
て

収
益

増
加

を
図

る
。

 ○
 令

和
６

年
度

 累
積

欠
損

金
 △

6,
73

4百
万

円
 （

前
年

度
比

△
20

6百
万

円
）

【実
績

】
　

医
療

機
器

の
導

入
の

際
は

診
療

科
に

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

行
い

、
費

用
対

効
果

、
必

要
性

及
び

緊
急

性
等

を
総

合
的

に
判

断
し

て
購

入
可

否
を

判
断

し
た

。
計

画
的

な
購

入
に

よ
り

、
減

価
償

却
費

や
起

債
償

還
額

の
平

準
化

を
図

っ
た

。

 ○
 診

療
科

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
等

に
よ

る
費

用
効

果
や

必
要

性
の

検
証

【実
績

】
　

プ
ロ

パ
ー

事
務

職
員

を
経

営
戦

略
会

議
の

オ
ブ

ザ
ー

バ
ー

と
し

て
参

加
さ

せ
、

意
思

決
定

の
プ

ロ
セ

ス
を

経
験

す
る

機
会

を
提

供
し

て
い

る
。

経
営

上
の

課
題

や
方

向
性

の
共

有
に

よ
り

、
病

院
経

営
に

携
わ

る
事

務
職

員
の

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

を
図

っ
た

。

 ○
 プ

ロ
パ

ー
事

務
職

員
の

経
営

戦
略

会
議

へ
の

オ
ブ

ザ
ー

バ
ー

参
加

自
己

評
価

自
己

評
価

自
己

評
価

自
己

評
価

自
己

評
価

自
己

評
価

ど
お

り
で

よ
い

。

自
己

評
価

ど
お

り
で

よ
い

。

自
己

評
価

ど
お

り
で

よ
い

。

自
己

評
価

ど
お

り
で

よ
い

。

自
己

評
価

ど
お

り
で

よ
い

。
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 Ⅴ．収支計画の実績 

 

（単位：百万円、税込）

計画（ａ） 決算（ｂ） （ｂ）－（ａ）

（Ａ） 11,474 11,831 357

（Ｂ） 10,111 10,474 363

7,022 7,271 249

2,363 2,521 158

449 458 9

277 224 △ 53

1,358 1,351 △ 7

 受取利息及び配当金 0 0 0

288 312 24

336 274 △ 62

734 765 31

5 6 1

（Ｃ） 11,622 12,035 413

（Ｄ） 11,241 11,651 410

5,637 5,824 187

2,863 3,014 151

1,963 2,061 98

719 711 △ 8

12 8 △ 4

47 33 △ 14

356 312 △ 44

25 72 47

（Ｂ）－（Ｄ） △ 1,130 △ 1,177 △ 47

（Ａ）－（Ｃ） △ 148 △ 204 △ 56

（Ｂ）／（Ｄ） 89.9% 89.9% △ 0.0%

870 831 △ 39

1,221 1,182 △ 39

△ 351 △ 351 0 資本的収支

 資本的収入

 純損益

 医業収支比率

 特別損失

 医業損益

 資本的支出

 材料費

 経費

 医業費用

 給与費

 研究研修費

 医業外費用

 減価償却費

 資産減耗費

 収益的支出

 その他

 医業収益

 他会計負担金

 その他医業収益

 入院収益

 外来収益

 他会計補助金

 他会計負担金

令和６年度

 収益的収入

 特別利益

 医業外収益
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第４ 参考資料 

 Ⅰ．徳島市民病院経営健全化推進会議名簿 

  （氏名５０音順） 

職  名 氏  名 役職 

徳島市健康福祉部長 青木 英樹  

徳島大学大学院医歯薬学研究部長 赤池 雅史  

徳島大学大学院社会産業理工学研究部 

准教授 
上原 克之 会長 

徳島市医師会長 宇都宮 正登 福会長 

徳島市財政部長 加藤 誠治  

徳島市消防局警防課長 正瑞 達生  

(株)四国銀行徳島営業部副部長 斎 昌憲  

徳島市民病院長 中野 俊次  

住吉・城東地区町づくり協議会会長 浜田 耕市  

徳島市病院局長 八幡 建志  

 

 Ⅱ．徳島市民病院経営健全化推進会議の経過 
 

日  程 内  容 

第１回会議 令和 ８年 ２月１９日 
令和６年度の 

徳島市民病院経営強化プランの実施状況について 
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 Ⅲ．徳島市民病院経営健全化推進会議設置要綱 

 

（設 置） 

第１条 徳島市民病院が「思いやり、信頼、安心」の理念を大切に、公立病院として安全

で質の高い医療を継続的かつ安定的に提供していくため、病院事業の経営健全化を目的

に、徳島市民病院経営健全化推進会議（以下「推進会議」という。）を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 推進会議は、徳島市民病院の経営健全化の取り組みについて、外部有識者の幅広

い視点から意見を求めるものとする。 

（組 織） 

第３条 推進会議は、委員１４人以内で組織することとし、原則として外部委員で構成す

るものとする。 

２ 委員は、学識経験者、病院事業について専門的知識又は経験を有する者、地域住民の

代表者及び若干名の公募市民の中から、病院事業管理者が委嘱する。 

（任 期） 

第４条 委員の任期は、委嘱された日の属する年度の末日までとする。 

２ 委員は、再任されることができる。 

（会長及び副会長） 

第５条 推進会議に会長及び副会長各１人を置く。 

２ 会長及び副会長は、委員の互選により定める。 

３ 会長は、会務を総理し、推進会議を代表する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、その職務

を代理する。 

５ 副会長は、やむを得ない事由があるときは、会長の承認を得て、代理人を選任するこ

とができる。 

（会 議） 

第６条 推進会議の会議は、会長が招集し、会議の議長となる。 

２ 推進会議は、委員の半数以上の者の出席がなければ、会議を開くことができない。 

（公開及び非公開） 

第７条 推進会議の会議は、原則公開とする。ただし、会長が特に必要と認める場合は、

非公開とすることができる。 

（意見等の聴取等） 

第８条 会長は、必要があると認めるときは、委員以外の者の出席を求め、意見若しくは

説明を聴き、又は資料の提出を求めることができる。 

（守秘義務） 

第９条 会議の委員又はその職にあった者は，その職務において知り得た秘密を漏らして

はならない。 
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（庶 務） 

第１０条 推進会議の庶務は、事務部医事経営課において処理する。 

（その他） 

第１１条 この要綱に定めるもののほか、推進会議の運営に関し必要な事項は、会長が会

議に諮って定める。 

 

   附 則 

この要綱は、平成２５年６月１日から施行する。 

   附 則 

この要綱は、平成２６年７月１日から施行する。 

   附 則 

この要綱は、平成２７年２月１日から施行する。 

   附 則 

この要綱は、平成２８年１１月１日から施行する。 

   附 則 

この要綱は、平成２９年６月１日から施行する。 

   附 則 

この要綱は、平成２９年１０月２７日から施行する。 

   附 則 

この要綱は、平成３１年４月１日から施行する。 
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